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支援から教育改革・入試改革へ
聴覚障害学生支援プロジェクト室から
はじまるソーシャルアクション 

１．教育のための支援から支援の
ための教育へ
情報保障の単位化：講義、アクティブ
ラーニング

１．大学教務
手話による教養大学、授業科目としての「情
報保障」、各科目の中のアクティブラーニング
２．大学入試
面接試験に手話通訳・PCテイクの用意、編入
試験の論文を日本手話で出題、一般入試に
科目としての「日本手話」を導入
３．コミュニケーションGP
コミュニケーションのバリアフリーを目指して学生が
手話やパソコンの腕を上げ、教員の研究とも連
携する。検定試験、e-portfolioの活用
４．産業連携GP
学外の組織・機関・会社との連携、自治体等
のボランティアセンター等とタイアップ、近隣のボラ
ンティア養成
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２．合理的配慮から最高の配慮へ

（手話を入試科目に）
聴覚障害者の大学進学率向上に本気
で取り組む。高校の塾→聴覚障碍者のた
めのオープンキャンパス→聴覚障碍者のた
めの入試→授業の情報保障・手話による
講義→就労支援（国家試験対策講座）

聴覚障害学生支援プロジェクト室 斉藤くるみ  projectd@jcsw.ac.jp


